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学 会 記 事

第74回新潟臨床放射線学会

日 時 平成 5年 7月3日 仁王)

午後 2時より

会 場 長岡赤 巨目高院

瀞護専門学校講堂

一 般 演 題

1)小規模病院 をこおけ るⅩ線 フイルム保管法 の

1考察

西村 義孝 ･滝沢 陽子
遠藤 啓子 ･島田 暫雄
大杵 清美 ･寺井 忠夫 LT･:∴ :':-

病院新設にあたりⅩ線フイルムの保管活周のシステム

作 りは,意外に盲点となる.新設病院での経験と,いさ

さかの考察を述べた.(1)複数の診療科を持つ200床の

病院で.一見複雑Lと思われる Tenllinこ11digitlilillg法

(下 2桁)によるX線フィルム一元管理を試み,専門職

戯無 しでも整理に誤 りがなく一次保管欄から二次保管棚

-の移動 も容易で有効なシステムであると考えた血は)

マスタ-ジャケットは半切立て型,保管棚は嶺段が作業

しやす (,移動式ラックを採用すると1保管室の面積を

2,2mx2や7m くらいの見ペ-スをこおさえることも可能

である.(3)Ⅹ線フイルムの一括保管管理をこぼ病院管理

者予従業員の理解と協力が必要であり,必要なスペ--ス

は建築設計の段階で開窓すべきである.

2)MRI像 を用 いた頭蓋 内小照射野 の位置決

め法 をこついて

鮒 細 増 岡 斉 (雷雲舘 錯 )

横山 道義 (舘 姦爵病院)

【目的】従来,脳内Ll/')放射線治療には Crを健一-､て照

射野を決めていたが検断像のみでは小病巣を正確をこ照射

するには困難があった.

そこで我々は,MRI矢状断層より脳内腫癌動 じと照

射野中心との位置関係が把捉できるスケ-ルを考案 し照

射野の位置決めに使用 した.

E方法】このスケール入 り MRI像より外卑孔を求め,

その外耳孔を原点とし ⅩY 座標を作成 し照射野を設定

した.

E結果】MRI矢状断層像は,治療 目的部位がより的

確に把握する事ができ最適の治療計画が設定できる.さ

らをこ位置決めスケ-ル入 り MRI画像を用いた放射線

位置決めは,ほぼ正確に出来た.

3)ベ ンゾジアゼ ピン受容体 リガソド 123ト
l(mlaZビnilを用いた脳梗塞 と虚血および

diLISehisisL7う鑑 別

小田野行男書高橋 直也
古沢 哲哉 書酒井 邦克 く新潟大学放射線科)

- ･ ･ . 十 '∴ ,
中島 孝 (犀潟病院神経内科)

藤田 基 ( 閣 精神科)

生田 - (要鮎 還脚 究所)

虚血性脳血管障害において神経細胞の viabilityの障

害と磯能の低下を鑑別できるかどうか,中大脳動脈閉塞

砂ネズミを周いて梗塞巣と遠隔領域のグルコ-ス代謝と

BZR結合を検討 した.グル コース代謝には,[1℃]2-

(lt10Xyg】uc(芯e(lーX;)を,BZR 結合には Ll:31トi(1mこU.ellil

を周いて2核種同時オー トラジオグラフィを作成 し病理

組織学的対比を行った.梗塞巣には [14C]2-DG の取

り込みが見られたが [123王]-iomazenilの集積は全 く見

られなかった.梗塞巣の周囲および同側の線条件,視床

および外側膝状体などの遠隔領域では [14C]2-DG の

取 り込みが低下し,[且望3Ⅰyiomazen主lの集積は正常であっ

た.これらの領域では変性のため数は減少 しているもの

の正常しり神経細胞が桟ff二していた.i123汀-iomazenilは.

[14C]2-DG よりも神経細胞の viabilityを正確に反映

すると考えられた.

41123I-n4P と RtNG 型 SPECT 装置 S】二′ro50

をこよる局所脳血流測定法の有周性の窯際

高橋 直也･小田野行男
西原展美子 ･木村 元政
酒井 邦某 (新潟大学放射線科)

大滝 広雄 ･野[コ 栄吉
羽田野政義 ･山崎 芳硲 し 同 放射線部〕

大久保鯛 (整藷責苛 療技術)

modelを使い,9例の脳神経患者の局所脳血流量 (以

下 relまい を測定 した.goldenstandardとして lこ13xe


